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グローカル化時代の大学英語教材の開発：実践報告
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はじめに

　本稿は旅行ガイドブック Lonely Planet Japan を
素材にした速読教材，『Fabulous Japan － Reading 
about Japan in English with Lonely Planet ／英語で
読む日本の魅力』（以下，“Fabulous Japan”）の出
版プロジェクトに携わった英語教員のうち，4人の
大学英語教員による，大学英語教材の開発や授業で
の導入に関する実践報告である。津田晶子，ペニン
トン和雅子は本文執筆とアクティビティーのデザイ
ン，中山奈美は和文校正，ペニントン・ランダルは
英文校正を担当した。なお，このプロジェクトに
は，ケリー・マクドナルドが英文校正とアクティビ
ティのデザインをし，その他，5名の大学教員２が
助言者として協力している。この教材開発と大学で
の授業での経験をもとに，第１節では出版までの経
緯と日本の大学英語教材のカテゴリーとそれぞれ
の特徴（津田晶子），第2節では自然で実践的な英
語教材を取り入れた授業づくりと Authenticity の関
係（中山奈美），第3節では EFL 環境におけるアク
ティビティ作成の基準（ペニントン和雅子），第４
節では日本を拠点とする EFL 教材出版社から見た
教材開発（ペニントン・ランダル）を各教員の視点
から述べる。

１．日本各地から世界へ，英語で発信する人
材育成のための語学教材開発
	 津　田　晶　子
1.0　“Fabulous	Japan” 開発の背景
　昨今の日本の大学英語教育の現場では，学生の語

学ニーズに合わせて「英語を学ぶこと」よりも「英
語で学ぶこと」が重視されるようになった。日本政
府観光局が Visit Japan キャンペーンを展開するな
か，日本事象を英語で説明することをテーマにした
テレビ番組や英語教材が増え，たとえば『英語で話
す日本の名所』（松本，2009），『英語で話すための
日本図解事典』（西蔭，2009）など，大学の授業の
副教材として使える良書も出版されている（津田，
2009）。
　しかし，ほとんどの「日本文化の英訳本」のジャ
ンルでは，東京，京都，奈良などの外国人観光客が
訪れる事の多い観光地を中心に説明したものが多
く，大阪や名古屋，福岡など，外国人留学生を含む
多くの大学生の住む国際都市であっても，こういっ
た「日本文化を学ぶ英語本」の中で取り上げられる
ことが稀である。また，こういった書籍はあくまで
も個人の学習者向けの商業出版を目的としており，
大学生を対象にした90分の授業で course book と
して授業の中心的な素材として取り入れるには適し
ていない。
　そこで，筆者らは日本各地から世界へ，英語で発
信できる人材の育成を目指し，グローバルに販売さ
れている旅行ガイドブック，Lonely Planet という
authentic な素材を読みこなすことを目標に，福岡
県在住の英語教員が中心になって日本市場に向けた
ローカルな教材を開発した。

1.1　日本の大学で使用される英語の教科書の種類
と選定方法
　日本の大学の英語の授業で使用される教材は，
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1. 各教員の自由裁量で選べる場合，2. 大学指定の
教材リストの中から選ぶ場合，3. 大学（または学
部，学科）の共通教材が決まっている場合がある。
ただ，3の場合においても，すべての英語の授業を
大学が独自に開発した共通教材を使用するというの
ではなく，「英語Ｉ」や「総合英語」「英語基礎」な
どの名称で開講されている低学年次の必修英語のみ
に限定される場合が多い。
　中村学園大学においては各学部・学科ごとに専任
の英語教員が学部の専門のカリキュラムに合わせた
プログラム，教材選定を行っているため，学部・学
科ごとに教材の選定方法が異なる。短期大学部食物
栄養学科においては，専任の英語教員は筆者1名の
みであり，外国人教員の配属はないため，学外から
英語を母語とする英語教員を非常勤教員として招聘
している。教材の選定については，この外国人非常
勤教員の担当する英語コミュニケーション入門，英
語コミュニケーションを含め，すべての英語科目に
ついて，学生のレベルやニーズを考慮し，非常勤教
員との意見交換をもとに筆者が選定している。

　現在，日本の大学で使用されている英語の教科書
は一般的に以下の5種類に分けられる。

A.ESL 向け輸入教材
世界マーケットで販売される教材であり，Global 
Coursebook と呼ばれる。Tomlinson（1998）は以
下のように定義している。

Global course book
A　coursebook which is not written for learners 
from a particular culture or country but which is 
intended for use by any class of learners in the 
specified level and age group anywhere in the 
world.　　　　　　　　　　　　　　　（下線筆者）

　Global Course book は巨大な英語教育の世界市場
を対象にしており，マーケティング，制作に多大な
時間と費用がかけられており，TESOL の最新理論
に基づく出版物がシリーズ化されている場合が多
く，執筆者として英語教材の開発を専業とするテキ
ストライターが存在する。
　また，Tomlinson は，学習者へインパクトを与え
る必要性を主張し，斬新さ，多様性，魅力的なプレ
ゼンテーション，興味を引く内容の重要性を挙げて
いるが，ブラジルの教室でインパクトを与えるもの
がオーストリアの教室で同じインパクトを得られも
のではない，とする。

　この種の出版物を日本の大学教育の現場で採用す
る際の問題点として，多言語・多文化の学生が学
ぶ，英語の Inner Circle 内の ESL クラス向けの教材
には日本人の大学生にはなじみのない表現が多用さ
れており，特に英語以前の問題で写真やイラストが
意図する意味が分からない場合もある。こういった
事情を踏まえて，次に述べるＢのローカライズ洋書
教材が増えている。

B. ローカライズ洋書教材
Cengage Learning，Pearson Education，Macmillan 
Language House といった外資系出版社のアジア・
日本支社が編集し販売する教材であり，以下の2種
類がある。

B. 1 A「ESL 向け輸入教材」を EFL 圏である日
本市場向けに手を加え，ローカライズしたもの
B. 2　初めから日本市場に書き下ろしたもの。

　こういったローカライズ作業にあたって，ユニッ
ト数を日本の大学の一般的な授業回数の15回にす
る。アクティビティを日本人学生向きに改変する，
日本人英語教員向けにティーチングマニュアルを
日本語にする，など様々な工夫がされている。B.1
の例として， “Listen in Book 2” を日本市場向けに
ローカライズした STEP-BY-STEP LISENING があり，
どちらも日本の大学で採用されている。ローカラ
イズする際に，24ユニットを15ユニットに減らす，
導入部のタスクは語彙問題に変更する，各スキット
の問題量を増やして，多角的に繰り返して聴けるよ
うにする，などの配慮がされている。
　 今 回， 出 版 し た “Fabulous Japan” は，Lonely 
Planet の教材としての版権を持つ出版社 Cengage 
Learning への持ち込み企画であり，B.2にあたる。
素材としての Lonely Planet はグローバルであるが，
日本というローカルな市場に最適化するために，タ
スク内容，レイアウト，語彙レベル，タイトルなど
を細部に至るまで，編集者とメールによる議論を重
ねた。
　輸入教材，ローカライズ洋書ともに，コミュニ
カティブなアクティビティが多く，外国人教員や
TESOL 課程を修了した日本人教員に好まれている
と考えられる。なお，輸入教材，ローカライズ洋書
は，同じ販路で販売されているため，英語教員で
あってもその違いに気が付いていないケースが多い
と思われる。

C. 大学英語教科書協会を中心とした日系の出版
社による教材

　主に日本人の大学英語教員が執筆しており，出版
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点数としては A, B に比較して格段に多い。（山内， 
2004）日本語での説明が多く，コミュニカティブ
な活動よりも，日本語の文法の説明に紙数を割いて
いる傾向がある。輸入教材，ローカライズ洋書に比
べて，表紙や写真，イラストで興味を引く，という
工夫は見られないものが多いが，英語だけの教材に
は敷居が高い初級者レベルの学生には，このタイプ
の教材が安心して，受け入れられやすいかもしれな
い。
　日本の学校英語を自ら学習者として経験し，日本
人の学生の学習者としての特徴が分かっていること
から，文法訳読法の講義形式で授業をする教員に
とっては使用しやすいフォーマットである。和訳や
模範解答，解説などの細かいティーチングマニュア
ルが添付されており，英語科教授法などのメソッド
を学んでいない日本人大学教員でも採用しやすいの
が日系出版社の教材の特徴である。

D. 各大学が開発するオリジナル英語教材
　1990年代に東京大学が出版した共通英語教材が
ベストセラーになって以来，全国の各大学で英語教
育のカリキュラム改革が進むとともに，関東，関西
を中心として大学オリジナルの教材開発が進んでい
る。九州地区では九州大学が英語共通教科書を開発
し，一年生向けに導入され，市販教材として販売も
されている。（津田，2000）その大学の学生の英語
レベルやニーズに合わせた英語教育の独自性を追求
するのに，大学オリジナル教材は今後も増えていく
と考えられる。これまでの大学が開発するオリジナ
ル英語教材は日本語で執筆され，書店で購入できる
ものも多いという意味で，大学英語教育の現状を一
般読者に知らせるよい機会になっている一方で，日
本語を読む習慣のない英語ネイティブの教員が英語
教材開発の現場から取り残されている，という面も
ある。大学オリジナル教材の問題点として，一度，
出版されるとなかなか改訂されず，大学全入時代の
学生のレベル低下をフォローしていない，執筆陣が
その大学を本務校とする専任教員に限られる場合，
専任教員の研究分野に偏ったテーマになり，学生の
英語ニーズとかい離する可能性もある。

E. 一般の市販教材
　大学英語教員以外の著作による一般の書店で販売
されている市販の語学書を授業で採用する場合もあ

る。入手しやすい，比較的安いといった利点もある
が，「書店で売れること」に重きを置く商業出版物
であり，授業用にデザインされているわけではない
ため，コミュニカティブな活動は含まれてないもの
が多く，教員が導入時に工夫をする必要がある。

1.2　教材作成の流れ
　以下は，実際の教材作成までのプロセスを，段階
別にまとめたものである。

（英語教材開発の研究３）
↓
ニーズの識別，ターゲット層の特定
　　　↓
企画書，サンプルユニットの提出
↓
編集者からのフィードバック，方針の決定
↓
プロジェクト参加の依頼
↓
ユニットの選択，アクティビティ執筆提出
↓
編集者からのフィードバックをもとに校正，提出
↓
音声サンプルチェック
↓
審査用見本刊行

1.3　“Fabulous	Japan” テキスト執筆時の指針
　テキスト執筆時には，Tomlinson の挙げる斬新
さ，多様性，魅力的な体裁，興味を引く内容につい
て，以下のように配慮した。
　・斬新さ
　日本人の学生はリーディングといえば精読，もし
くは訳読と考えているものが多い。w.p.m.（１分間
に読む速度）を測定するということがほとんどの日
本人学生にとっては初めての経験と思われる。ま
た，速読力を身につけるのに，外国人向けの旅行ガ
イドブックを素材に使う，という企画もこれまでの
日本の大学英語教材にはない。

　・多様性
　紹介する場所の選び方とテーマが片寄らないよう
に工夫した。１ユニット１か所で北から南まで，以
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下の日本の各地から豊かな自然や文化的な背景のあ
る都市や地域20か所を取り上げた。
　東京，富士山，名古屋，飛騨地区，金沢，京都，
奈良，大阪，宮島，下関，青森，松島，佐渡島，札
幌，ニセコ，松山，福岡，長崎，佐賀，沖縄

・魅力的な体裁
　地図やイラスト，写真を多用することで，学習者
がイメージをしやすいようにした。
　１ユニットに語彙，リーディング（速読と精読），
リスニング（ディクテーション），スピーキング，
ライティングなど，90分の授業が変化に富むよう
にした。

WARM-UP
・ユニットに出てくる都市や地域にちなんだクイズ

VOCABULARY BUILDING
・リーディングに出てくる語彙のうち，難易度の高

いものについて，日英で意味を確認させる。
READING TEXT

 ・日本各地の紹介記事（250ワード前後）
1ST RAPID READING

・速読（1分間）1回目　記録表に w.p.m. を記録さ
せる。

DICTATION
・READING TEXT からセンテンス単位で抜粋し，

穴埋めディクテーション。
2ND RAPID READING

・速読（1分間）2回目　記録表に w.p.m. を記録さ
せる。

COMPREHENTION QUESTIONS
・2回の速読で意味が把握できたか，確認。必要で

あれば，精読する。
3RD RAPID READING

・速読（1分間）3回目　記録表に w.p.m. を記録さ
せる。

GET TOGETHER AND WORK TOGETHER
・ユニットのまとめとして，日本事象について自由

に書いたり，話したりさせる。

　・興味を引く内容
　速読する本文については，たとえば，沖縄や北海
道の食文化，世界遺産，日本三景など，学生が興味
を引く内容についてその部分だけで完結している部
分を抜粋した。ユニットの最後のコミュニケーショ
ン活動については，自分の考えを英語でまとめた
り，ペアやグループで情報を交換したり，といった
内容にした。

　 こ の ほ か，authenticity を 保 つ た め に，low 
frequency word であってもそのまま取り入れ，基
本的に書き直さないという方針にした。英語母語
話者からは，学習者のために簡単な単語や表現に
リライトしたほうがよいという助言もあったが，
「学習者が最終的には Lonely Planet を自力で読
めるようになること」という目標から外れるため，
Vocabulary building で英語の語彙のうち，日本事
情によく出てくるものは日本語で確認させること
で，学習のサポートをした。

1.4　英語教材開発における今後の展望
　グローバルな市場で活躍する人材を養成するため
に，「日本」というローカルな視点をもった教材で
あるローカライズ洋書教材の出版は今後，拡大して
いくことが予想される。地方の大学の英語教員は，
日本人教員，外国人教員がともに協力しながら，語
学教育による地域への国際貢献のため，地方からの
発信という観点から積極的に教材開発をすることが
望まれる。

２．“Authenticity”		自然で実践的な英語教材
を取り入れた授業づくりの為に

中　山　奈　美
2.0　既存テキストの特徴とその問題点
　グローカル化時代を生きる現代の我々にとって，
グローバルランゲージでもある英語で意思疎通を
はかることは大変重要なことである。大学の英語
教育の現場においても，英語の基礎力強化もさる
ことながら，コミュニケーション能力の向上が重
要視されている。そのような中，近年では，ペア
ワークやグループワークを通じて，英語での発話
練習を引き出すよう工夫されたテキストも多く出
版されている。例えば，“Talking Time”（2007,　
Oxford University Press）や，“The Active Learner”
（2007,　Macmillan），“GLOBAL LINKS”（2001,　
Longman）などは，生徒 A，生徒 B がパートに分
かれ，与えられたタスクを通じて，英語で発話を
行っていくといったものである。しかし，これら
は，会話・スピーキング中心のテキストであるた
め，英会話のクラスを担当するネイティブ・スピー
カーの英語教員による採用は多いものの，総合英語
的な科目を担当することが多い日本人英語教員に
とっては，内容に魅力を感じつつも採用しづらいと
いった背景がある。
　現在，筆者は中村学園大学を含む3つの大学で1
年生向けの必修英語科目，ならびに2，3年生向け
の選択英語科目を教えているが，テキスト選定では
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いつも頭を抱えている。特に，1年生の必修科目で
は4技能をバランスよく指導することが求められる
が，数多く存在する総合的な内容を取り扱ったテキ
ストの中から担当クラスの学生の英語レベルに合
い，彼らの興味関心を掻き立てるような内容で，更
に能動的に学習できるテキストを探すというのは至
難の業である。以下に，現在，日本で出版されてい
る既存の総合的な内容を扱ったテキストの特徴とそ
の問題点を挙げてみた。

2.1　総合的な内容を扱ったテキストの主な特徴
Ａ．リーディングセクションを中心に展開したも

の。パラグラフで使用されている語彙や熟語の
マッチング問題を含み，リーディングを終える
と，内容に関する正誤問題，重要文法事項の説
明や練習問題などに繋がるケースが多い。リ
スニング CD はリーディングパラグラフをネイ
ティブ・スピーカーが音読したものが付随され
ていることが多い。

Ｂ．昨今の TOEIC 受験人気の影響もあり，TOEIC
テスト形式で構成されている。リスニングに関
しては TOEIC テストのパート１，写真描写問
題やパート２の応答問題のように，CD を聴き，
３択もしくは４択から答えを選択する。リー
ディングセクションは，短文，長文の穴埋め問
題や，英語で書かれた広告や手紙などの内容を
読み，その問いに答える形式になっているもの
が多い。

Ｃ．映画 DVD と併用するタイプの総合教材では，
映画の中のセリフから，単語や語彙問題が作ら
れている。これらは，あらかじめ語群が与えら
れたマッチング形式のものが多いように思え
る。また，内容に関する正誤問題や，映画の中
で使われているセリフをリスニングのディク
テーション問題として使用していることもあ
る。スピーキングを促すために，映画の内容に
関する質問に英語で答えるセクションなどが含
まれているものも存在する。

Ｄ．ポップスミュージックを使った総合教材。洋
楽を聴きながら，歌詞の穴埋めをするといった
ディクテーションタイプのものが多く存在す
る。リーディングセクションには，歌手につい
ての紹介やその歌が出来るまでの話などを読
み，その内容に関する質問に４択から答えると
いったものが多いように思われる。

2	.2　既存テキストの問題点
　A に関しては，総合英語教材と謳っているにも関
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わらず，リーディングの占める割合が非常に多い。
また，本文の内容に関しても，必ずしも学生にとっ
て興味や関心のあるトピックを扱っているとは限ら
ない。また，テキストによっては記載している情報
が古くなっているにも関わらず，再版を繰り返して
いるものもある。リスニングに関しては，本文の内
容をネイティブ・スピーカーが音読しているだけな
ので，使用方法を工夫しない限り，面白味に欠けて
しまう。
　B の TOEIC テスト形式の総合テキストは，TOEIC
受験対策を中心にカリキュラムを組んでいるクラス
では特に問題はないのだろうが，文字通り，総合的
英語力の習得を目標とする場合には，教える側の創
意工夫が必要とされる。特に，リスニングは，答え
を選択肢から選ぶだけの受動的な活動に陥りがちな
ので，テストテイキングスキルの向上には役立つ
が，聴いた内容を更に自分自身の発話に応用すると
いった域にまでは発展しづらい。また TOEIC のテ
スト自体がリスニング・リーディング力を測定する
テストであるため，スピーキング，ライティングの
指導内容が不十分になる可能性がある。
　C の映画を使った総合教材では，映画（テキス
ト）の選択自体がかなり重要な要素となる。現代の
大学生でも共感できる内容の映画であるかどうかに
よって，学生の反応に違いがある。筆者も過去に，
映画 DVD Forrest Gump と，その映画をもとに開
発された映画総合教材 “American History in Focus”
（2005, Macmillan Language house）を採用した
ことがあるが，男子生徒が大半を占める理系工学部
の大学ではとても喰い付きが良かったが，本校の栄
養科学科のように女子学生がほとんどの大学で，ベ
トナム戦争での戦闘シーンなどを見せて果たして良
い反応が返るかどうかは疑問である。
　D のポップスを取り入れたテキスト教材は，学生
の関心を引くことももちろん，英語の聴き取りを困
難にしている要因でもある，音の連結や脱落，同化
などについての理解，習得には大変役に立つと思わ
れるが，スピーキングやライティング活動が乏しい
という問題点があげられる。
　また会話表現を収録したリスニングを含むテキス
ト全般に関して言えることだが，どれも，あまりに
スムースな会話ばかり収録されてはいないだろう
か。もちろん，テキストの著者と編集者があらかじ
めスクリプトを作成し，ネイティブ・スピーカーが
それをマイクの前で読むのであるから，言い間違え
やいいよどみ，会話の間が空くなどはないはずで
ある。しかし，実際の我々の日常会話はどうだろ
う。相手が言ったことが聞き取れずに，それを聞き
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返したり，相手の真意を確かめるために『～という
ことですか？』と確認をしたりする。また，自分の
言いたい表現が見つからずに，『つまり』や『まあ』
などといった表現を使うこともあるだろう。この
ことは，英語においても同じである。（Tomlinson，
1998）最近では，こういった authenticity への指
摘から，既存の英語テキストにも，“Nice Talking 
with You 2”（2004，Macmillan Language house）
など，自然な会話やインタビューを取り上げたもの
も存在はするが，その数はまだ圧倒的に少ない。
　このように，上で述べたように，どのテキストに
も一長一短があるため，テキスト使用に関しては，
クラスのレベルやニーズに合わせた教員の創意工夫
が必要となる。また，指導内容を補うためにも，副
教材の採用，開発が必要となる。

2.3　自然な英語を聴きとり，自分の言葉で発話を
するために
　2.3.1　インターネットを使用したリスニング・
ビデオ教材によるインプット
　日本における英語教育環境は，EFL（外国語とし
ての英語）であるため，英語でのインプットが非常
に少なく，英語の授業以外では，ほとんど英語を聞
く機会がないというのが現状である。ましてや，日
常の自然な英語での会話のやり取りなどは，学生た
ちはなかなか耳にすることがない。インプットが極
端に少ない状況で，文法や単語の意味を無条件に覚
えるといった受験英語を強いられてきた学習者達
は，大学生となり自分の意図することをアウトプッ
トするときになって，「言いたいことはあるのだけ
れど，どの単語をどう使って表現したらいいか分か
らない」や「状況や話す相手によって，英語表現の
使い分け方が分からない」と言ったようなジレンマ
にぶつかる。Ellis （2003）によれば，外国語学習
において，特に初級や中級レベルの学習者にとって
重要なのは，豊富なインプットなのだ。この点を考
えると，先に述べたように，日本で出版されている
テキストには，特にリスニングに関して言えば，自
然なインプットが収録されているものが少ない。
　この点を補うために，筆者が使用しているもの
が，インターネットからのダウンロード教材であ
る。現在インターネット上には数多くのリスニン
グ教材やビデオ教材が存在する。しかも，それらの
多くは，You Tube などと同様で，無料で閲覧でき，

更に MP3などにダウンロードが可能である。ネイ
ティブ・スピーカー同士のたわいのない日常会話
だったり，時事ニュース，あるトピックに関しての
インタビューだったり，料理の作り方を説明したビ
デオクリップだったりする。大半は，スクリプトな
どない，自然な会話を録音したものであるため，あ
たかも友人たちが近くで話をしているのが，自然と
耳に入ってくるような感覚で聴くことが出来る。
　また，使用されている単語数，難易度や会話時間
の長さなども様々なので，授業で使用する際は，対
象学生の英語レベルやクラスの特色，導入する時期
なども，教員によって容易に調整することが出来
る。例えば，本校の栄養科学科の学生４に，シンガ
ポール人女性が韓国系アメリカ人男性に鍋料理の作
り方を教えている会話（www.elllo.org）をダウン
ロードしたものを聞かせると，大変興味を示してい
た。また，このサイトでは，会話のスクリプトも入
手できるため，リスニング問題の作成やディクテー
ションとしての加工も可能である。この際も，クラ
スのレベルに合わせて難易度の調整が可能であるの
は言うまでもない。
　筆者は，毎回授業の前半にこれらのダウンロード
教材を使用して，『英語耳・英語口づくり』の時間
を15分から20分程度取るようにしている。時間的
には十分とは言えないが，毎回の授業でこの副教材
を使用することで，自然なインプットに触れる機会
を学生達に提供していきたいと考えている。

　2.3.2　自分の言葉を使ったアウトプット
　自然なインプットを受けた後は，自分の言葉を
使ってのアウトプット（発話）の練習が必要とな
る。Ellis（1997）によると，このアウトプットの
際に重要なのは，例文の丸暗記などではなく，イン
プットから得た情報を頭の中で濾過した後に，自分
の言葉でアウトプットすることである。
　筆者は，授業で，ペアもしくは3人の小グループ
を作り，インプットで扱ったトピックについて5分
程度話し合いをする時間を取るようにしている。学
生の多くは，「自分が言いたいこと」と「実際に言
えること」の間にギャップを感じるが，その溝を狭
くしていくことがこのアウトプットの練習の最大の
目的でもある。

津　田　晶　子・中　山　奈　美・ペニントン　和雅子・ペニントン　ランダル

⁴　　筆者は，本校2年生対象の『実用栄養英語 B』を担当しており，ダウンロード教材を使用したリスニング・スピーキ
ング活動を授業の前半部分に導入している。
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2.4　学生たちの声
　以下はインターネットからのダウンロード教材を
使用した活動に対する学生の反応である。
・毎回のリスニングがとても楽しかった。
・生の英語を聞けてよかった。
・リスニングがとてもためになると思う。
・始めは早くて，聞き取るのが難しかったが，だん

だんと慣れていくのが分かった。
・アメリカ人やイギリス人の英語だけでなく，アジ

ア圏の人達の英語も聴くことができてよかった。
・日本に住んでいる外国人の会話が多かったので，

内容が分かり易かった。
・難しい単語を使わなくても会話が出来そうな気が

した。
・聴き取ることは出来ても，話すときは思ったよう

に表現できず会話が続かない。
・内容理解の3択問題が良かった。
・会話の大まかな意味をつかむ練習が出来てよかっ

た。
・単語の使い方などが分かってとても勉強になっ

た。

2.5　今後の授業づくりへの展望
　これまで見てきたように，クラスのレベルや学生
たちのニーズに合わせた授業づくりをするうえで，
副教材の利用，また開発はとても重要である。現在
使用している，ダウンロード教材以外にも，コン
ピューター使用が可能な環境があれば，英語で書か
れたブログやホームページ，更には有名政治家から
芸能人まで使用していると言われている，ツイッ
ターなどに，学生自身がアクセスし，それらを通し
たリーディング・ライティング活動などを行うと
いった authentic な授業づくりも可能であると考え
る。グローカル化時代，そして情報化社会を生きる
現代の我々にとって，インターネットを上手く利用
しながら，世界から英語を学び，また世界へ自分を
発信していくことが，今後更に望まれるのではない
だろうか。

３．EFL環境における良い教材とは－アクティ
ビティ作成の基準－
	 ペニントン　和雅子
3.0　教材選びの条件と現実
　筆者は現在，大学の総合英語の授業を週８コマ担
当しているが，テキスト選定には毎年かなりの時間
を費やす。それは，前節で中山も述べているよう
に，学習者のニーズにあった教材がなかなか見つか
らないからである。教材選びをする際に考慮する

主要な点は，（1）教師自身が面白く，魅力を感じ，
使いたいという意欲を喚起させるものであるか，
（2）学習者の言語習得目標（言語材料の難易度，
スキルの種類など）に合っているか，（3）文化的
差異が考慮されているか，（4）学習者が，現実的
で役に立つ内容だと納得できるものであるか，（5）
学習者にとって妥当な教授法が用いられているか，
（6）分量と価格が妥当か，である。
　これらの条件を満たす教材を探すのは非常に難し
い。まず，教師自身が魅力を感じる教材が少ない。
面白い教材であっても，担当する学習者の言語的
ニーズに合わなかったり，デザインが美しい市販の
ESL 教材も，文化的，時間的（時代的）な乖離が著
しく，学習者が学習内容と自分を関連づけるのが難
しかったりする場合が多い。このような背景から，
第１節で津田も述べているように，教材を学生の
ニーズに合うようローカライズすることが必要であ
る。
　本節では，ローカライズをコンセプトに執筆した
“Fabulous Japan” の “Get together work together”

とうコミュニカティブなアクティビティ作成におい
て留意した点を述べる。

3.1　効果的な教材の条件
　効果的な教材の条件として，Crawford （2002）
は，次の８つをあげている。

１．言語材料が機能的で文脈化されていること。
２．言語使用に目的があり学習者が言語使用に打

ち込めること。
３．言語材料が現実的で，オーセンティックであ

ること。
４．視聴覚教材が含まれること。
５．現代のように技術革新が著しい時代において

は，第二言語学習者のスピーキング・スキルだ
けではなく，ライティング・スキルも育てられ
ること。

６．学習者の自律性育成への配慮があること。
７．学習者の個人差や文脈背景の違いに対応でき

るだけの柔軟さがあること。
８．学習者が情緒的にも認知的にも学習に打ち込

めること。
　今回の教材開発にあたっては，3.0で述べた筆者
自身の教材選定条件に加えて，Crawford （2002）
が提示している条件に非常に気を配った５。特に，
EFL 環境の教育現場では，上記の条件1，2，3が
ESL 環境よりも重要である。ESL 環境であれば，教
室外でも目標言語を用いるため，学習者は，教室内
の学習内容が，実社会でどのように役に立つのかイ

グローカル化時代の大学英語教材の開発：実践報告
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メージがしやすい。しかし，EFL 環境では，そもそ
も日常生活に目標言語は必要ではなく，海外旅行の
経験もない学習者にとっては，目標言語が使用され
る場面を想像しにくい。つまり，EFL 環境である日
本の英語教育現場では，学習者が，学習内容を自分
と関係のある事柄として認識できるようにすること
が，言語習得の上でも，学習意欲を高める上でも重
要である。

3.2　EFL 教材作成の際に特に留意すること
　そこで，Crawford （2002）の条件の中でも，特
に EFL 環境で特に留意すべき点，付け加えるべき
点を以下に述べる。

3.2.1　言語材料や内容が，学習者の学習歴と習
熟度に鑑み，適切であること
　まずは，使用する言語材料である語彙，イディ
オム，表現などが，学習者の学習経験に鑑みて適
切なものであることが必要である。あまりにも乖
離が著しいと，学習者は目標設定ができず，挑戦
する意欲を喪失してしまう。また，話題について
も学習者がある程度の背景知識や経験を持ってい
るものを用いる必要がある。
　例えば，日本の大学生を対象とする教材の場合
は，高校までの学習内容を把握した上で，それら
をいかに利用し，同時に追加，修正していくか
を考慮するのが好ましい。 “Fabulous Japan” で
は，1.3で津田も述べているように，言語材料の
authenticity とのバランスを考慮して，高校まで
に学んでいないと思われる語彙には，日本語の意
味を記した。
　また，教材で取り扱う話題については，高校ま
でに学んだ教科の内容（歴史，地理，数学，文
学，科学など）や，日本人の学生ならほぼ共通し
て経験していると思われること（運動会や修学旅
行など）を考慮に入れたアクティビティを作るよ
う配慮した。トピックに親和性があれば，学習内
容の文脈化に効果的であるからである。

3.2.2　言語材料と使用場面が現実的であること
（authenticity）
　教室で使われる外国語の言語材料は，一般
社 会 で 使 わ れ る 言 語 と は 異 な る こ と が 多 い
（Crawford, 2002, p.83）。教材で用いる言語の
authenticity については，求められる厳格さの度

合いについて議論があるものの（Nunan, 1988, 
p.99, Ellis, 2003, pp.305-306），言語の使用は，
社会的活動の一部であるので，教材で使われる言
語も真実な言語にできるだけ近い方が言語習得の
上でも効果的である。それは，教材に出てくる語
彙や表現を通して，現実的な言語モデルをイン
プットできるため，本番の会話のリハーサルとな
り，実際の社会で用いることができるようにな
るからである（Nunan, 1988, p.105）。“Fabulous 
Japan” では，まさに authentic な教材を用いた
ため，応用度が高く，またすぐに使用できそう
な表現については，学習者の注意が向くように，
DICTATION や COMPREHENSION QUESTIONS で
も取り上げた。
　言語材料の authenticity が重要な一方で，使
用場面の authenticity も必要である。学習者が
使用場面を現実的，具体的にイメージできれば，
目的をもって外国語学習を進める事ができる。
“Fabulous Japan” では，外国人観光客に日本を

紹介するという場面設定で多くのアクティビティ
を作成した。つまり，馴染みのある話題につい
て，英語で情報発信することができるようになる
ことを意識したアクティビティになるよう留意し
た。

3.2.3　 学習者の個人差に対応できる柔軟性
　学習者のニーズに合わせて言語材料や内容を
ローカライズしようと努めても，外国語学習にお
いては，学習者の個人差が存在する事も事実であ
る。そこで，学習者の言語的ニーズ，背景知識の
度合いなどに応じて教師が調整できる柔軟性を残
しておくことが必要である。
　“Fabulous Japan” では，特に教師用マニュア
ルで，学習者の個人差に対応している。具体的に
は，教材やアクティビティの効果的な使い方の解
説や，難易度の異なるエクストラ・アクティビ
ティなどである。

3.2.4 　視聴覚教材と絵や写真
　外国語学習において，視聴覚教材や，絵，写真
を用いる事は非常に有効である。これらは，学習
者が目標言語を使用する場面を具体的にイメージ
するのに役立つ。教室はあくまでも「シミュレー
ション」であるため，視覚教材はシミュレーショ

津　田　晶　子・中　山　奈　美・ペニントン　和雅子・ペニントン　ランダル

⁵　　ただし，5のライティングのみ，あまり取り扱うことができなかった。ライティングについては，ディクテーション
や自分の意見を書いてみるなどの簡単な要素は取り入れたものの，リーディングとスピーキング中心の教材としたた
め，本格的なライティング・スキルは取り扱っていない。
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ン空間の演出に効果的なのである。また，人間の
記憶は視覚的なものであることが多く，言語提示
では思い出せなくても，視覚的に提示されれば記
憶が甦ることも多い。
　“Fabulous Japan” でも，できるだけたくさん
の絵や写真を出版社から準備してもらい，学習者
がイメージを持ちやすいように工夫した。絵や写
真の利用に関しては，版権の問題が常に伴い，執
筆者個人の力では，解決が非常に困難である。今
回は，出版社が持つ豊富な資源のおかげでこれが
実現できた。

3.2.5　学習者の学習意欲を喚起する
　面白い（興味をわかせる）アクティビティ
は，学習者のモチベーションを高める（Dörnyei, 
2001）と言われている。では，「面白い（興味を
わかせる）アクティビティ」とはどのようなアク
ティビティであろうか。“Fabulous Japan” の執
筆にあたり注意した点は，内容に親和性があり文
脈化が容易であること， 現在の言語習得レベルと
の乖離が激しくないこと，知的好奇心に作用する
ことである。
　まず，内容に親和性があることと，現在の言語
習得レベルとの乖離が著しくないことの重要性は
3.3.1で述べた通りである。知的好奇心に訴える
とは，学習者がまだ知らない事柄を知りたいと思
う事，もしくは，未習得の語彙や表現を，役に立
つので習得したいと思うことである。“Fabulous 
Japan” では，例えば，外国人観光客に温泉のエ
チケットを説明する，奈良の一泊旅行の予定を立
てる，地域の特産品や祭りを紹介するなどの身近
な話題を英語で説明するアクティビティを豊富に
取り入れて，学習意欲の喚起を促している。

3.2.6　その他の留意点
　その他，教材作りにおいて留意した点を三点挙
げる。第一に日本の大学の授業環境や教室環境を
考慮し，少人数のクラスであっても，50人程度
の大規模クラスであっても対応できる教材作りを
目指したことである。
　第二に，教師の授業準備の負担を和らげる工夫
である。まずは，教材を開けば，アクティビティ
の流れが一覧できるようにした。これは，出版
社のデザイン力による所が非常に大きい。また，
3.2.3でも述べたが，教師用マニュアルを充実さ
せ，時間配分にも配慮し，容易に授業計画が立て
られるよう工夫した。
　 最 後 に， 最 も 重 要 な 点 は，“Fabulous Japan”

を使用するであろう大学生の顔を思い浮かべなが
ら，またクラスの状況を具体的にイメージしなが
ら，自分の心も躍るアクティビティになるよう試
行錯誤したことである。

3.3　結論
　Lewis & Hill （1985）は，外国語教授の際の原
則として，“Teach the students, not the book.”　つ
まり，「教科書を教えるな，学生を教えろ」と言っ
て い る。 ま た，“Learning is more important than 
teaching.”「学生が学ぶことは，教師が教える事よ
り重要である」とも言っている。教材は，授業の中
で重要な位置を占めることは間違いない。確かに，
授業の成功は教材選びに負う部分もある。しかし，
教材を使うのは，その授業を担当する教師であり，
学生である。学生の学びにつながる教材でなけれ
ば，教材としての価値は薄れてしまう。教材開発の
際には，その点を十分に認識する必要がある。
　最後に，今回の教材作成では，経験豊富で優秀な
共著者と校正者，助言者，またいつも有益なフィー
ドバックをくださるセンゲージラーニング社の編集
者に恵まれ，教材出版初心者の著者は，非常に大き
な刺激を受け，また学ぶ事が多かった。 教材開発
の際には，各自の専門知識とチームワークを結集し
て仕事に当たることが非常に重要であると痛感し
た。筆者を忍耐強く指導してくれたこのチームに，
この場を借りて深謝するものである。

４．日本を拠点とする EFL 教材出版社から見
た教材開発	

ペニントン・ランダル
4.0.	EFL 教材出版社への聴き取り調査の背景
　前３節で，共著者らは教師の立場から教材開発や
教材選択について論じた。本節では，出版社の立場
からの意見を述べる。これは，福岡市に本社を置く
EFL 教材出版社の創始者であり，自身も教師，教授
法研究者であるポール・シミズ氏に聴き取り調査を
した結果の報告である。
　ポール・シミズ氏は，約40年に渡る経験を持つ
熟練した英語，数学の教師であるだけでなく，約
20年前には，共同創始者のエド・ローザ氏と共
に，福岡市に EFL 教材会社 Intercom Press を立ち
上げた人物である。またシミズ氏は，教員養成セミ
ナー，教材開発，現場教育の面でも卓越した実績を
あげており，本学の非常勤講師の経歴もある。
　第１節で津田は，日本での英語教材を5つのグ
ループに分類しているが，Intercom Press は，B. 2
の分類に最も近い会社である。同社は，英語の母語
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話者が創設した会社で，日本市場向けに日本で教材
開発することを目的としている。同社が発行する教
材の98% は，日本で販売されている。
　シミズ氏は，自身が開発した教材を「日本に特化
した教材である。つまり，日本に居住し，教授経験
もある教師によって，日本で開発され，印刷された
テキストである。」と表現する。Intercom Press の
日本市場への献身度は特筆すべき稀なケースとも言
えるであろう。

4.1　教材開発の際の重要なポイント
　シミズ氏によると，教科書のマーケティングにお
いて，地域性に焦点をあてた教材は販売数が伸び，
人気があるということだ。つまり，教材が使用され
る地方の特性を踏まえた教材開発をすると，利用者
に喜ばれ，教育現場で使用する際の成功にもつなが
るという。シミズ氏は当初，日本の特性をほとんど
反映しない教材を数冊開発したが，様々な問題が発
生した。その経験を通して，教材が地域性を反映す
ることの重要性を認識したとのことである。

　シミズ氏は，豊富な経験に基づき，出版社からみ
て教材開発をする際に重要になる11のポイントを
伝授してくれた。以下にそれらを列記する。

　1. テキストのページは，「トップ・ダウン」で
デザインされなければならない。つまり，ページ
は，上から下に直線的にデザインすべきである
（新聞のようにデザインしてはならない）。それ
は，１ページの中にあまりにも視覚的に目につく
情報が多すぎると，学習者の注意力が散漫にな
り，教材の効果が薄れるからだ。もちろん，学習
者が教科書のページをめくって，答えを探そうと
するのは良い。しかし，最近のテキストには，あ
まりにも “eye candy”，つまり一見魅力的だが有
用性に乏しいものが多いということだ。

　2. アクティビティの指示文は，簡潔，簡単な
英語の短文で書くべきである。日本語で指示を書
くと，流暢性を鍛える授業が困難になり，また英
語で意味交渉をする機会が奪われるので避けるべ
きである。

　3. テキストには，余白，もしくは無地のスペー
スを十分に作らねばならない。これは，情報が氾
濫しないようにするためである。また，ユーモラ
スな絵や図を用いると良い。

　4. 各課で学習する文法項目や語彙は，ページ
の先頭に持ってくるべきであり，ページの末尾や
脚注に書くべきではない。

　5. 複雑なアクティビティやタスクは，避けな
ればならない。アクティビティのステップは，３
つ以内にすること。

　6. テキストをデザインする際には，アイコン
を用いて，アクティビティの種類が一目で分かる
ようにすること。アイコンは，意味が明確で，ま
た見やすいように配置すること。できるだけ大き
い方が良い。

　7. 懇切丁寧に手取り足取り教えるような内容
にはせず，学習者の推測力を育てるような内容に
すること。また，教科書を閉じて行うアクティ
ビティやタスクを作成すること。シミズ氏によ
ると，これによる効果は，（a）アイ・コンタク
トが増える，（b）発話の声が大きくなる，（c）
ユーモアが出てくる，ということである。

　8. 会話のアクティビティを作成する際には，
学習者自身の個性や創造性が発揮できるよう工夫
すること。

　9. 学習者が必ずフル・センテンスで答えるよ
うにすること。学習者に英語のリズムが提示さ
れ，学習者がそれを産出していることを教師は確
認しなければならない。１単語だけの質問や答え
はできないように工夫をすること。

　10. リスニングのアクティビティは，難易度を
過度に高く設定せず，70% 程度の正解率を保つ
ように心がけること。

　11. アクティビティを実施するにあたり，学習
者の準備時間に気を配ること。各アクティビティ
にどれくらい準備時間が必要かを考慮することが
大切である。学習者がアクティビティに入る準備
ができていなければ，適切な言語産出ができな
い。準備ができていないと，沈黙の時間が増え，
流暢性を鍛えることができなくなるばかりではな
く，興味も失ってしまう。アクティビティを実施
する時間と同程度の時間，もしくはそれ以上の時
間を準備のために用いる事ができるようデザイン
すべきである。
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　以上が，シミズ氏の聴き取り調査の結果である。
上記11のポイントは，包括的とは言えないかもし
れないが，同氏の意見は出版社の創立者として，ま
た教師，研究者として長年の経験に基づいた洞察力
溢れる指摘であることには間違いない。筆者は，教
師が教材開発をするにあたり，このような出版社の
ニーズを把握し，同氏の経験から学ぶ事には大きな
価値があると考える。

おわりに

　本稿では，日本の大学英語教材の特徴を分析し
た上で，今後の英語教育に求められる教材につい
て考察した。そして，それに基づいて開発した
“Fabulous Japan” の出版プロジェクトの実践報告

を行い，authentic なアクティビティを用いた授業
の実例も紹介した。さらに，教材開発における出版
社側の視点も取り扱った。日本の英語教材の現状分
析，また教材開発の実践報告が，今後の教材開発や
選定，また授業計画の際の参考になれば幸いであ
る。 
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